
 

 

 

 

 

 

 

１ ねらい 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

 ○ 本主題は，小学校学習指導要領第１学年及び第２学年，第５学年及び第６学年の内容Ａ（４）「個性の伸長」

の内容に基づき設定した。学習指導要領には，以下のように示されている。 

 

 

 

 

 

（１）主題について 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                   （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題に関する実態 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

資質・能力に関する実態 

 

自分のよいところを見つけることは，児童が自己肯定感を高め，将来にわたって自分のよさを発揮していくた

めに大切である。しかし，児童は自分自身を客観視することが十分にできるとは言えないが，ほめられてうれし

かったことや注意されて改めたことなど，他者からの評価によって自分の特徴に気づくことがある。他者との関

係によって，自分の特徴への気づきをより確かなものにしていく必要がある。友達とよいところを見つけ合うこ

とで児童が自分自身のよいところに目を向けたり，周りの友達や教師がそれを認め，励ましたりすることで児童

が自ら新たな長所を見つけようとする態度の育成につなげる。 

本学級の児童は，６年生１名，２年生５名からな
る自閉症・情緒障害特別支援学級である。自分や友
達のよいところに関するアンケートをとったとこ
ろ，「自分にはよいところがあるか。」という質問に
対して肯定的な回答をした児童は５名，否定的な回
答をした児童は１名であった。否定的な回答をした
児童の理由は，「こんな私によいところがあるのか。
自分ではあると思わない。」であった。「学級の友達
のよいところを知っていますか。」という質問に対
して肯定的な回答をした児童は５名，否定的な回答
をした児童は１名であった。しかし，肯定的な回答
をした児童のうちの４名は，「それはだれのどのよ
うなところですか。」という質問に，「みんながんば
っている。」と抽象的な回答をしていた。自分のよさ
は認識しているが友達のよさにはあまり目を向け
ない児童，友達のよさは多く見つけているが自分の
よさには気づこうとしない児童がいる。 

道徳 自閉症・情緒障害
特別支援学級２ 尾道市立因北小学校 指導者 井上 愛貴   

   

 

 

 

 

教
材
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

主体性・表現力 

主題名 自分のいいところ 

「いいところ みいつけた」 

（小学道徳 生きる力２「日本文教出版」） 

本教材は，自分はおとなしくてあまり人に褒めら
れないと思っていた主人公のりえさんが，先生に指
摘されて，小さい子の面倒をよくみる優しさが自分
のよさであることに気づき，とてもうれしくなると
いう話である。自分や友達のよいところについて考
えることを通して，よいところは技能面だけでなく
優しさなどの性格面等いろいろなことがあること
に気づき，自分や友達のよさを見つけようとする態
度へとつなげることのできる教材である。 
指導にあたっては，学級のみんなで一緒によいと

ころを見つける活動に重点を置き，児童が自分のよ
いところを見つけることができるようにしていく。
導入では，自分のよいと思っているところを確認
し，それが周りからもよいと思われているかという
ずれを感じさせる。展開前半では，教材文から，自
分のよいところを見つけることのうれしさを知る
ようにする。展開後半では，よいところを見つける
活動を行う。よいところを見つけてもらうとうれし
くなるという気持ちから，進んで友達のよいところ
を見つけられるようにする。（主体性）自分のよいと
ころが見つからないという児童には，友達が見つけ
たよいところからそれが自分のよいところだと認
識できるようにする。友達のよいところが見つから
ないという児童には，友達に何かしてもらったこと
や友達が頑張っている様子を想起させ，それが友達
のよいところであると気づかせる。その際，漠然と
した言葉ではなく，言われた相手がどのようなとこ
ろか分かるように伝えさせる。（表現力） 
終末では，授業で感じたことや考えたことを通し

て，自分のよいところを知り，どのようにして今後
の生活に生かすことができるか考える時間とする。 

令和２年１１月２７日（金） 

 〔第１学年及び第２学年〕 

  自分の特徴に気付くこと。 

 〔第５学年及び第６学年〕 

  自分の特徴を知って，短所を改め長所を伸ばすこと。 

 

本学級の児童は，進んで自分の考えを発表する児
童が決まっており，いつも同じ児童が発表すること
が多い。進んで発表しない児童は，恥ずかしいから，
何と言ったらよいか分からないから，面倒くさいか
らなどの理由が挙げられる。分かっていても言葉に
して表現することが難しい児童が多い。また，自分
の考えを伝える際にただ自分の言いたいように言
うことが多く，相手に伝わらないことがある。相手
のことを考えていないことが原因だと考えられる。
それぞれの児童にあった支援をしながら，主体性と
それに伴う表現力を育んでいきたい。 

 自分や友達のよいところについて考えるなかで，よいところが見つかるととてもうれしい気持ちになる

ことに気づき，自分のよいところを見つけていこうとする態度を養う。 



３ 本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり【主体性・表現力】 

〔主体性〕 

誰かによいところを見つけてもらうとうれしくなるという気持ちに気づくことを通して，自分や友達のよいと

ころを進んで見つけ，自分事として主体的に授業に取り組む。 

〔表現力〕 

自分がされてうれしい気持ちになるように，これまでの経験を踏まえながら友達のよいところを分かりやすく

伝える。 

 

 

４ パッケージ型ユニット道徳（全４時間） 

ユニットテーマ「自分っていいね」では，自ら考え，粘り強く学び合える児童の育成を目指す。本学級の児童は

自分のよさや友達のよさを感じることにおいて，考え方には個々の差があり，自分のよさは認識しているが友達

のよさにはあまり目を向けない児童，友達のよさは多く見つけているが自分のよさには気づこうとしない児童が

いる。 

それを受けて，授業の事前に，今後どのような自分になりたいかを考える。道徳では，みんなと仲良く生活する

ために，どのような自分になるとよいかを考えることを伝え，ユニットテーマ「自分っていいね」につなげてい

く。第１時では，最後まで諦めずに頑張ることのよさ，第２時では，素直になることのよさ，第３時では，親切に

することのよさ，第４時では，自分のよさに気づくことについて考えていき，ユニットの締めくくりとして全体

を貫くテーマ「自分っていいね」に迫っていきたい。 

 今後は，全員が自分のよさを生かしながら，集団の中での自分の存在を感じさせたい。そして，友達のよさも認

め合いながら，相互に高め合える学級づくりにつなげていきたい。 

 「教材名」 

内容項目・主題名・ねらい 
予想される児童の反応 他の教育活動など 

事前 

課題発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１時 

「なわとび」 

Ａ希望と勇気，努力と強い意志 

【めあてにむかって】 

うまくいかなくても何度も練習

して跳べるようになった「わた

し」の達成感を通して，困難から

逃げ出さず，根気強く努力して，

目標に向かって最後までやり抜

こうとする心情を育てる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２時 

「お月さまとコロ」 

Ａ正直，誠実 

【すなおな心で】 

コロの気持ちの変化を通して，

 

体育科（６年） 

「マット運動」 

 

 

 

みんなは，どんな自分になりたい？ 

また，この学級ではどんな自分でありたい？ 

みんなを笑顔にさせたい。 

みんなを楽しくさせたい。 

 

困っている友達を助けたい。 

どんな相手でも，同じように接したい。 

 
ユニットテーマ「自分っていいね」 

【学習課題】みんなと仲良く生活するために，どのような

自分になるとよいだろうか。 

学級活動（６年） 

「自分の力を発揮する

発表について考えよう」 

 

学級活動（２年） 

「学級とじぶんの目標

を振り返ろう」 

 

体育科（２年） 

「てつぼうあそび」 

自立活動（２・６年） 

「こんなときどうす

る？」 

諦めずに最後まで頑張る

と，うれしい気持ちにな

る。 

苦手なことも最後まです

ると，得意になるかもしれ

ない。 

素直になって，これからも

友達と仲良くしたい。 



自分に素直になることがはれば

れとした気持ちになることに気

づき，素直に謝ろうとする態度

を養う。 

 

 

 

 

 

 

第３時 

「ありがとうって言われたよ」 

Ｂ親切，思いやり 

【やさしくできた】 

「ありがとう。」と言われたこと

を通して，人に親切にしてあげ

ることの喜びに気づき，身近に

いる人に温かい心で接し，親切

にしようとする態度を養う。 

 

第４時 

（本時） 

「いいところみいつけた」 

Ａ個性の伸長 

【自分のいいところ】 

自分や友達のよいところを考え

る中で，よいところが見つかる

ととてもうれしい気持ちになる

ことに気づき，自分のよいとこ

ろを見つけていこうとする態度

を養う。 

  

事後 

 実行・振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユニットにかかわる児童の様子 

Ａ児 

 

 Ａ児は，仲の良い友達や慣れている人とのコミュニケーションはとることができるが，自分が苦手な人とは上

手くコミュニケーションをとることができない。相手が自分のことを嫌いだと思い込んでいる傾向があり，相手

が優しく接していても拒絶してしまうことがある。また，「自分は嫌われている」「自分にはよいところがない」

といった発言をすることが多く，自尊感情の低さが目立っている。 

Ｂ児 

 

 Ｂ児は，自分の気持ちを表現することが難しく，言葉は単語で発言することが多いため相手にぶっきらぼうな

印象を与えてしまうことがある。周りの人に対してあまり関心がなく，友達のことでも自分に関係のないことに

は興味をもとうとしないところがある。 

Ｃ児 

 

 Ｃ児は，思ったことをすぐに口に出しやすい。言葉が優しく，自分や友達のよいところにもたくさん気づき，

言葉にして表現することができている。しかし，自分の思っていることを優先するところがあり，周りの人の発

言を聞こうとしないときがある。 

Ｄ児 

 

 Ｄ児は，思ったことをすぐに口に出しやすい。思ったまま発言するため，相手が傷つく言い方や相手がどう思

うかを考えずに発言してしまうことがある。また，周りの様子を気にしやすく，周りと比べて自分ができないこ

とがあると固まってしまうときがある。 

Ｅ児 

 

 Ｅ児は，自分の気持ちや考えをくわしく表現することができる。周りの人の気持ちを考えながら発言すること

ができ，道徳の授業中には「もし自分だったら〜と思うから…」と自分に置き換えて考えて発言することも多い。 

Ｆ児 

 

Ｆ児は，自分の気持ちや考えを表現することが苦手である。質問に対する答えがずれているときや自分の言葉

で表現することが難しいときは，考えることをやめるときがある。友達の発言から似たものを選んだり選択肢を

与えたりして支援をしている。 

学級活動（２・６年） 

「よりよい人間関係を

つくろう」 

国語科（２年） 

「あそびのやくそくを

話し合おう」 

素直な気持ちになって謝る

と，心がすっきりする。 

たい。 

誰かに優しくすると，自分

もうれしくなる。 

「ありがとう。」と言われ

ると，親切にすることを続

けたくなる。 

友達から自分のよいとこ

ろを見つけてもらうとう

れしい。 

友達に言われて，新しい自

分とよいところに気づい

た。 

みんなと仲良く生活するためには，自分のことだけでなく

みんながうれしくなることを考えて過ごしたいね。 

自分のよさも友達のよさも，これからもたくさん見つけていき

たいな。 



５ 本時の展開（４／４時間） 

（1）個別のねらい 

 

（2）準備物 

教科書 ワークシート 挿絵 よいところカード 写真 

 

（3）展開 

 学習活動 
主な発問（〇） 

予想される児童の反応（・） 
問い返し（＊） 

指導上の留意事項 
（☆評価の観点） 

導 
入 

１ ユニットテーマを
確認し，本時の課題
と知る。 

 

 
 
 
・勉強を頑張っているところ。 
・困っている人に優しくしているところ。 
・元気な挨拶をしているところ。 
 
 
 
 
・どんなふうに思ってくれているか分からない。 
・自分が思っているよいところと同じところ。 

・本ユニットの掲示を確
認し，これまで考えて
きたよいところを想
起させる。 

・「いいねの木」にはみん
ながよいと思ってい
ることが書かれてい
ることから，みんなが
どのように思ってい
るかを確認させる。 

・導入の時点では，自分
のよいところが見つ
からなくても，そのま
ま進める。 

 
 
 

 

２ 教材文「いいとこ
ろ みいつけた」の
１段落目を読み，話
し合う。 

 
 
 
 
３ 教材文「いいとこ
ろ みいつけた」の
２～６段落目を読
み，話し合う。 

 
 
・おとなしい子。 
・運動が得意じゃない子。 
・あまり褒められない子。 
・弟がうらやましい。 
 
 
 
 
 
・悲しい。 
・本当のことを分かってくれなくて嫌な気持ち。 
・本当のことを分かってほしい。 
 

・りえさんが自分のこと
をどう思っているか
考えさせ，この段階で
は自分のよいところ
に気づいていないこ
とを確認させる。 

 
・しょうたくんは，りえ
さんのことをどんな
子だと思っているの
かをおさえ，りえさん
のよいところには気
づいていないことを
捉えさせる。 

Ａ児 

 

 友達が見つけた自分のよいところを知ることで，それが自分のよいところであると把握し，よいところを伸ば

そうとする態度を養う。 

Ｂ児 

 

 自分のよいところを見つけてもらううれしさを知ることで，進んで友達のよいところを見つけようとする態

度を養う。 

Ｃ児 

 

 自分の知っている自分のよいところを改めて知るとともに，友達が見つけた自分のよいところを知り，新たな

自分を知ろうとする態度を養う。 

Ｄ児 

 

 自分の知っている自分のよいところを改めて知るとともに，進んで友達のよいところを見つけようとする態

度を養う。 

Ｅ児 

 

 自分のよいところを見つけてもらううれしさを知ることで，進んで友達に友達のよいところを伝えようとす

る態度を養う。 

Ｆ児 

 

自分の知っている自分のよいところを改めて知るとともに，進んで友達のよいところを見つけようとする態

度を養う。 

○自分のよいところってどんなところです
か。 

主体性 

自分が思っている

自分のよいところ

が，友達もそのよう

に思っているか考

えることで，自分事

として捉える。 

めあて：自分のよいところってどんなところだろう。 

 

○まわりのみんなは，自分のどんなところを
よいと思ってくれていますか。 

○りえさんは，どんな子でしょう。 

○しょうたくんに本当のことを分かっても
らえなくて，りえさんはどんな気持ちでし
ょう。 



展 
 
 

開 

４ 教材文「いいとこ
ろ みいつけた」の
７，８段落目を読み，
話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分のよいところは，～なところで生かすこと
ができそうだ。(A) 

・これからは，自分のよいところに自信をもちた
い。(A) 

・これからも，小さい子に優しくしよう。(A) 
・自分のよいところは，小さい子の面倒をよくみ
るということなんだ。先生に言われて気がつい
たよ。(B) 

・自分では自分のよいところが分からなかったけ
ど，先生は分かっていてくれたんだ。(B) 

・先生に褒められてうれしい。(C) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・まわりの人に自分のよいところを見つけてもら
ってうれしかったから，自分も友達のよいとこ
ろを見つけよう。(A) 

・自分では自分のよいところが分からなかったけ
ど，先生は分かっていてくれていたんだ。(A) 

・自分のよいところってこんなところだったん
だ。(B) 

・先生に褒められてうれしい。(C) 
 
＊まわりの人に自分のよいところを気づいても
らえなかったら，もう頑張らなくてよいのでし
ょうか。 

・気づいてもらえなくても，頑張った方がよい。 
・自分のよいところだから，伸ばした方がよい。 
・頑張っていたら，いつかまわりの人も分かって
くれるかもしれない。 

 
＊みんなは友達のよいところに気づくことがで
きそうですか。 

・自分も見つけてもらったらうれしいから，気づ
くことができそう。 

・いつも友達にやさしくしてもらっているから，
それがその友達のよいところだと思う。 

・先生に認められたこ
とで自分のよいとこ
ろに気づいたことを
捉えさせる。 

・「うれしい」ではなく
「とってもうれしい」
のはどうしてか注目
させる。 

・自分のよいところに
は，技能面だけでなく
性格面にもあること
に気づくことができ
るようにする。 

・先生に自分のよいと
ころを分かってもら
えてうれしいという
ことだけでなく，それ
を今後の生活にどの
ように生かすことが
できるか考えられる
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○先生の言葉を聞いて，りえさんはどんな
気持ちになったでしょう。 

（６年生） 

A 自分のことをもっと好きになるために，

これからの生かし方を考えている。 

A どのようにしたらこれから自分のよい

ところを伸ばせるか考えている。 

B 先生は自分のよいところを分かってい

たということに気づいている。 

C 先生に褒められてうれしく思っている。 

（２年生） 

A まわりの人に自分のよさを気づいても

らううれしさから，友達にもその友達の

よさを伝えようとしている。 

A 先生は自分のよいところを分かってい

たということに気づいている。 

B 自分のよいところが分かってうれしく

思っている。 

C 先生に褒められてうれしく思っている。 



○○さんへ 

  ぼくは，○○さんの 

～なところをいつも 

すごいと思っているよ。 

     ○○より 

５ 友達のよいところ
を見つける活動を行
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・○○さんは勉強を頑張っている。 
・○○さんは係の仕事を頑張っている。 
・○○さんは～ができるからすごい。 
・○○さんは～していたから優しい。 
・○○さんは自分では～だと思っているようだけ
ど，ぼくは～なところがよいと思う。 

・ぼくが～ができなくて困っていたときに，優し
く教えてくれたから，○○さんは優しいところ
がよいと思う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・今までの頑張っている
姿や協力し合ってい
る姿などの写真を提
示し，友達のよいとこ
ろを見つけやすいよ
うにする。 

・まわりの人からよいと
ころを見つけてもら
うとうれしいという
ことを押さえ，自分が
されてうれしいこと
を考えられるように
する。 

・よいところを見つけた
ら発表させ，書き方が
難しい児童へのヒン
トとなるようにする。 

☆よいところが見つか
るととてもうれしい
気持ちになることに
気づき，進んで友達の
よいところを見つけ
ている。（発言・よいと
ころカードへの記述） 

 

終 

末 

６ 今日の学びとユニ
ット全体を振り返
る。 

 

 
 
 
・友達に自分のよいところを見つけてもらって，
自分の知らなかったよいところが分かった。 

・自分のよいところをこれからの生活で生かして
いきたい。 

 

・導入のときと同じ発問
をし，友達が見つけた
自分のよいところを
知ることでどのよう
に変容したか確認す
る。 

・本時で学んだことを振
り返り，今後の生活で
どのように生かすこ
とができるか考えさ
せる。 

☆自分や友達のよいと
ころについて考える
なかで，自分のよいと
ころを見つけようと
している。（発言・ワー
クシートへの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現力 

これまでの経験を

踏まえながら友達

のよいところを分

かりやすく伝える。 

○なかよし２組の友達のよいところは，どん
なところがあるでしょう。 

主体性・表現力 

友達が見つけた自

分のよいところか

ら，改めて自分のよ

いところを考える。

また，導入のときに

比べてどのように

変わったか伝える。 

○自分のよいところってどんなところです
か。 

 

主体性 

誰かによいところ

を見つけてもらう

とうれしくなると

いう気持ちに気づ

くことを通して，友

達のよいところを

進んで見つける。 



６ 板書計画 

 

 

 

い
い
と
こ
ろ 

み
い
つ
け
た 

 

り
え
さ
ん
は
，

ど
ん
な
子
で

し
ょ
う
。 

 

先
生
の
言
葉
を
聞

い
て
，
り
え
さ
ん

は
ど
う
思
っ
た
で

し
ょ
う
。  

友
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を 

見
つ
け
よ
う 

めんどうをみる
ところがよい 
ところだね。 

・
そ
う
じ
に
お

く
れ
て
く
る
。 

・
そ
う
じ
を
さ

ぼ
っ
て
い
る
。 

・
言
い
訳
し
て

い
る
。 ・

お
と
な
し
い
。 

・
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
な
い
。 

・
弟
が
う
ら
や
ま
し
い
。 

・
先
生
に
よ
い

と
こ
ろ
を
見
つ

け
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
い
。 

・
こ
れ
か
ら
も

生
か
し
て
い
き

た
い
。 

  

自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う 

・
か
な
し
い
。 

・
い
や
な
気
持
ち
。 

・
分
か
っ
て
ほ
し
い
。 


